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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年６月期第３四半期 61,822 △0.0 14,026 7.6 14,142 5.7 9,798 7.2

2021年６月期第３四半期 61,847 23.8 13,031 24.8 13,374 26.4 9,142 29.2

（注）包括利益 2022年６月期第３四半期 10,027百万円（2.2％） 2021年６月期第３四半期 9,808百万円（54.3％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年６月期第３四半期 182.75 －

2021年６月期第３四半期 169.85 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年６月期第３四半期 117,887 91,829 77.8

2021年６月期 109,807 90,960 82.8

（参考）自己資本 2022年６月期第３四半期 91,730百万円 2021年６月期 90,895百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年６月期 － 40.00 － 65.50 105.50

2022年６月期 － 50.00 －

2022年６月期（予想） 60.50 110.50

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 81,200 1.4 17,000 8.1 17,400 6.7 11,800 4.1 220.47

１．2022年６月期第３四半期の連結業績（2021年７月１日～2022年３月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

　　　配当予想については、本日（2022年５月10日）公表の「通期連結業績予想の修正および期末配当予想の修正（増
　　配）に関するお知らせ」をご覧ください。

３．2022年６月期の連結業績予想（2021年７月１日～2022年６月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

　　　業績予想については、本日（2022年５月10日）公表の「通期連結業績予想の修正および期末配当予想の修正（増

　　配）に関するお知らせ」をご覧ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年６月期３Ｑ 56,745,180株 2021年６月期 56,745,180株

②  期末自己株式数 2022年６月期３Ｑ 3,503,085株 2021年６月期 2,917,474株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年６月期３Ｑ 53,614,780株 2021年６月期３Ｑ 53,827,948株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料P.８「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　 (将来に関する記述等についてのご注意)

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報から得られ

た判断に基づいており、実際の業績は、様々な要素により記載の予想数値とは異なる結果となる可能性があります。

なお、業績予想の前提となる条件等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連

結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。

　 (決算補足説明資料の入手方法)

　　決算補足説明資料は当社ウェブサイトにて同日に掲載しております。
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（単位：百万円）

区分
前第３四半期連結累計期間
（自　2020年７月１日

至　2021年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2021年７月１日

至　2022年３月31日）

国内建設 58,345 76,181（  30.6％）

その他 2,235 2,572（  15.1％）

合計 60,581 78,754（  30.0％）

（単位：百万円）

区分
前第３四半期連結累計期間
（自　2020年７月１日

至　2021年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2021年７月１日

至　2022年３月31日）

国内建設 59,612 59,249（ △0.6％）

その他 2,235 2,572（  15.1％）

合計 61,847 61,822（ △0.0％）

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間（2021年７月１日～2022年３月31日）における当社グループの連結業績につきまして

は、受注高は、第３四半期累計で高速道路会社から10億円を超える長期大型工事を18件、合計で34,817百万円受注

したことにより、前年同期比18,173百万円増加（30.0％増）の78,754百万円となりました。

　売上高は、高速道路会社の豊富な手持ち工事の施工を順調に消化した一方で、国および地方自治体の売上が減少

したことにより、第３四半期累計で前年同期比24百万円減少（0.0％減）の61,822百万円となりましたが、第３四

半期は四半期ベースで過去最高の売上高を計上しており、依然として高い水準を維持しています。

　受注残高は、第３四半期も売上高を上回る受注高を確保したことにより、第２四半期末よりさらに3,601百万円

増え、前年同期比12,681百万円増加（18.2％増）の82,362百万円となりました。

　高速道路会社のリニューアルプロジェクトによる工事発注は引き続き堅調に推移しています。中期経営計画の施

策で掲げた「大型工事の更なる取り込みと施工能力の強化」の方針のもと、グループ全社をあげて大型工事の計画

的受注と強固な施工体制の構築を進めており、工事受注に占める高速道路会社の比率は74％となりました。

　利益につきましては、設計変更による追加契約の獲得や工事原価低減等により売上総利益が増加し、営業利益は

前年同期比995百万円増加（7.6％増）の14,026百万円、経常利益は前年同期比768百万円増加（5.7％増）の14,142

百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比655百万円増加（7.2％増）の9,798百万円となりまし

た。

各セグメントにおける、受注実績、売上実績及び受注残高は次のとおりです。（各実績は外部顧客に対するもの

を記載しています。）

受注実績

（注）表中の百分率は、対前年同期増減率

売上実績

（注）表中の百分率は、対前年同期増減率
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（単位：百万円）

区分
前第３四半期連結会計期間末

（2021年３月31日）
当第３四半期連結会計期間末

（2022年３月31日）

国内建設 69,680 82,362（  18.2％）

その他 － －（    －％）

合計 69,680 82,362（  18.2％）

受注残高

（注）表中の百分率は、対前年同期増減率

（２）連結財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末より8,080百万円増加し、117,887百万円となりまし

た。これは主に、有価証券が減少した一方で、受取手形・完成工事未収入金等が増加したためです。

　負債は、前連結会計年度末より7,211百万円増加し、26,057百万円となりました。これは主に、賞与引当金が増

加したためです。

　純資産は、前連結会計年度末より868百万円増加し、91,829百万円となりました。これは主に、自己株式の取得

を行った一方で、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上に伴い利益剰余金が増加したためです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　最近の業績動向を踏まえ2021年８月10日に公表した2022年６月期通期業績予想を修正しております。

　詳細につきましては本日（2022年５月10日）公表の「通期連結業績予想の修正および期末配当予想の修正（増

配）に関するお知らせ」をご覧ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 13,012 17,339

受取手形・完成工事未収入金等 44,156 58,438

電子記録債権 851 1,345

有価証券 17,202 4,099

未成工事支出金 39 43

その他の棚卸資産 1,032 1,105

その他 2,112 2,963

貸倒引当金 △35 △23

流動資産合計 78,371 85,312

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,184 4,162

機械装置及び運搬具（純額） 197 244

工具、器具及び備品（純額） 246 286

土地 8,602 9,381

リース資産（純額） 53 50

建設仮勘定 818 132

有形固定資産合計 13,102 14,257

無形固定資産

のれん 524 451

その他 249 273

無形固定資産合計 774 724

投資その他の資産

投資有価証券 14,030 13,184

退職給付に係る資産 735 778

繰延税金資産 274 1,019

土地再評価に係る繰延税金資産 700 709

その他 1,834 1,916

貸倒引当金 △15 △15

投資その他の資産合計 17,558 17,592

固定資産合計 31,435 32,574

資産合計 109,807 117,887

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 5,579 6,627

電子記録債務 3,759 4,381

未払法人税等 2,724 3,292

未成工事受入金 576 1,221

賞与引当金 － 3,044

役員賞与引当金 397 －

完成工事補償引当金 360 285

工事損失引当金 106 44

その他 3,692 5,512

流動負債合計 17,196 24,409

固定負債

繰延税金負債 7 2

完成工事補償引当金 338 330

役員退職慰労引当金 20 23

退職給付に係る負債 1,204 1,201

その他 80 90

固定負債合計 1,650 1,648

負債合計 18,846 26,057

純資産の部

株主資本

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 34,762 34,762

利益剰余金 52,975 56,593

自己株式 △2,504 △5,513

株主資本合計 90,233 90,842

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,364 2,561

土地再評価差額金 △1,587 △1,606

為替換算調整勘定 △9 9

退職給付に係る調整累計額 △104 △76

その他の包括利益累計額合計 662 888

非支配株主持分 64 98

純資産合計 90,960 91,829

負債純資産合計 109,807 117,887
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年７月１日
　至　2021年３月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日
　至　2022年３月31日)

売上高 61,847 61,822

売上原価 45,497 44,227

売上総利益 16,349 17,595

販売費及び一般管理費 3,318 3,568

営業利益 13,031 14,026

営業外収益

受取利息 32 22

受取配当金 69 84

受取保険金 194 6

受取賃貸料 89 31

持分法による投資利益 － 4

その他 25 41

営業外収益合計 412 190

営業外費用

支払手数料 12 18

賃貸費用 32 10

事故関連損失 － 37

その他 24 7

営業外費用合計 68 74

経常利益 13,374 14,142

特別利益

固定資産売却益 3 87

投資有価証券売却益 － 2

受取損害賠償金 － 116

特別利益合計 3 205

特別損失

完成工事修補費用 90 60

投資有価証券売却損 16 －

その他 3 4

特別損失合計 109 65

税金等調整前四半期純利益 13,267 14,282

法人税、住民税及び事業税 4,906 5,355

法人税等調整額 △760 △857

法人税等合計 4,146 4,498

四半期純利益 9,121 9,783

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △21 △14

親会社株主に帰属する四半期純利益 9,142 9,798

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年７月１日
　至　2021年３月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日
　至　2022年３月31日)

四半期純利益 9,121 9,783

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 681 196

為替換算調整勘定 5 20

退職給付に係る調整額 1 27

持分法適用会社に対する持分相当額 － △2

その他の包括利益合計 687 243

四半期包括利益 9,808 10,027

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 9,830 10,042

非支配株主に係る四半期包括利益 △21 △15

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　　当社は、2021年８月10日に開催された取締役会の決議に基づき、当第３四半期連結累計期間に当社普通株式

　　583,800株を2,999百万円で取得しました。当該自己株式の取得等により、当第３四半期連結累計期間において自己株

　　式が3,008百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末の「自己株式」は5,513百万円となりました。

（会計方針の変更）

　　　（収益認識に関する会計基準等の適用）

　　　　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　　　　これにより、工事契約に関する完成工事高の計上について、従来は各報告期間の末日までの進捗部分について成

果の確実性が認められる工事については工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりま

したが、一定の期間にわたり充足される履行義務については、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度

に基づき一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しております。

　　　　なお、履行義務の充足に係る進捗度の測定は、各報告期間の期末日までに発生した工事原価が、予想される工事

原価の合計に占める割合に基づいて行っております。

　　　　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　　　　この結果、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金及び当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響はあ

りません。

　　　　なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28－15項に定める経過

的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載してお

りません。

　　　（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　　　　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。
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（四半期連結貸借対照表に関する注記）

　偶発債務

　前連結会計年度(2021年６月30日）

　　　　2016年６月期において当社の子会社であるショーボンド建設株式会社及びその子会社が施工した橋梁補修工事で

　　　使用した落橋防止装置の部材に一部溶接不良があることが判明し、調査及び修補に伴う費用のうち当連結会計年度

　　　に発生した費用194百万円を完成工事修補費用として特別損失に計上しています。

　　　　また、将来発生が合理的に見込まれる調査、修補費用として完成工事補償引当金に計上した金額は、当連結会計

　　　年度末において、流動負債312百万円、固定負債338百万円となっております。

　　　　一方、製造に起因する不良が判明した場合、その調査・修補費用については製造会社に求償することとしてお

　　　り、製造会社からの回収の都度、特別利益に計上する予定です。

　　　　しかしながら、今後数年間調査の過程で新たに修補費用が発生する可能性があり、また製造会社からの回収状況

　　　により、連結業績に影響が生じる可能性がありますが、その時期及び総額については現時点では合理的に見積もる

　　　ことが出来ないため、その影響を連結財務諸表に反映していません。

　当第３四半期連結会計期間（2022年３月31日）

　　　　2016年６月期において当社の子会社であるショーボンド建設株式会社及びその子会社が施工した橋梁補修工事

　　　で使用した落橋防止装置の部材に一部溶接不良があることが判明し、調査及び修補に伴う費用のうち当第３四半

　　　期連結累計期間に発生した費用60百万円を完成工事修補費用として特別損失に計上しています。

　　　　また、将来発生が合理的に見込まれる調査、修補費用として完成工事補償引当金に計上した金額は、当第３四

　　　半期連結会計期間末において、流動負債238百万円、固定負債330百万円となっております。

　　　　一方、製造に起因する不良が判明した場合、その調査・修補費用については製造会社に求償することとしてお

　　　り、製造会社からの回収の都度、特別利益に計上する予定です。なお、当第３四半期連結累計期間において受取

　　　損害賠償金116百万円を特別利益に計上しております。詳細は（四半期連結損益計算書に関する注記）に記載の

　　　とおりです。

　　　　しかしながら、今後数年間調査の過程で新たに修補費用が発生する可能性があり、また製造会社からの回収状

　　　況により、連結業績に影響が生じる可能性がありますが、その時期及び総額については現時点では合理的に見積

　　　もることが出来ないため、その影響を四半期連結財務諸表に反映していません。

（四半期連結損益計算書に関する注記）

　　（受取保険金）

　　　前第３四半期連結累計期間（自　2020年７月１日　至　2021年３月31日）

　　受取保険金には当社子会社のショーボンド建設株式会社が施工する東名高速道路の橋梁補修工事で、2019年11月

　に発生した火災事故に係る保険金の受取額177百万円が含まれております。

（事故関連損失）

　　　当第３四半期連結累計期間（自　2021年７月１日　至　2022年３月31日）

　当社子会社のショーボンド建設株式会社が施工する東名高速道路の橋梁補修工事で、2019年11月に発生した火災

事故に伴う損失見込額のうち、当第３四半期連結累計期間に発生した損失額37百万円を営業外費用に計上しており

ます。

　　（受取損害賠償金）

　　　当第３四半期連結累計期間（自　2021年７月１日　至　2022年３月31日）

　当社の子会社であるショーボンド建設株式会社が提起しておりました、溶接不良にかかる損害賠償請求訴訟にお

いて和解が成立したことによる和解金116百万円を計上しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額
（注２）

四半期連結損益
計算書計上額

（注３）国内建設

売上高

（1）外部顧客への売上高 59,612 2,235 61,847 － 61,847

（2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
0 1,992 1,993 △1,993 －

計 59,612 4,228 63,840 △1,993 61,847

セグメント利益 12,450 560 13,011 19 13,031

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結損益
計算書計上額

（注３）国内建設

売上高

（1）外部顧客への売上高 59,249 2,572 61,822 － 61,822

（2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
2 2,155 2,158 △2,158 －

計 59,252 4,728 63,980 △2,158 61,822

セグメント利益 13,304 712 14,016 10 14,026

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年７月１日　至　2021年３月31日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　「その他」には、海外建設、製品製造販売業、海外製品販売業を含んでいます。

２　セグメント利益の調整額の内訳は次のとおりです。

　セグメント利益の調整額19百万円には、セグメント間取引消去236百万円、セグメントに配分していない

全社費用△216百万円及びその他の調整額△０百万円が含まれております。全社費用は、グループ全体の経

営管理に係る一般管理費であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年７月１日　至　2022年３月31日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　「その他」には、海外建設、製品製造販売業、国内外製品販売業を含んでいます。

２　セグメント利益の調整額の内訳は次のとおりです。

　セグメント利益の調整額10百万円には、セグメント間取引消去234百万円、セグメントに配分していない

全社費用△224百万円及びその他の調整額０百万円が含まれております。全社費用は、グループ全体の経営

管理に係る一般管理費であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
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